
第139図 A区第49号住居跡出土土器 （2)
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第140図 A区第49号住居跡出士士器（ 3)
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出土土器（第138図～第140図）

1は小型精製の深鉢である。サイズと細部のつくり

を別にすれば、基本的にキャリパー類深鉢の器形と文

様構成を踏襲している。

水平口縁で、 1カ所に口縁部文様体から連続する突

起を配するものと思われる。口縁部文様帯は上下を二

本隆帯によって区画し、隆帯＋沈線による入り組みモ

チーフが横位に連続して、合間に楕円形の区画が構成

される。

頚部には無文帯が存在する。胴部は頚部との境をや

はり 2本の隆帯で区画する。二本隆帯の懸垂文と、一

本隆帯の蛇行懸垂文が交互に垂下し、これに沈線によ

るなぞりが加えられる。

地文は縦位の撚糸文で、口縁部•胴部の別無く縦位

回転で施文される。

口径15cm、突起部分を除く器高16.4cm、底径6cmを

測る。

2はキャリパー類深鉢で、口縁から胴部中段にかけ

ての部分が残存している。口縁部文様帯の幅が比較的

狭いぶん、器形の変化に乏しく、寸胴な印象を与える

土器である。

口縁部文様帯は上下を 1条の隆帯で区画し、二本隆

帯による波状の区画が横走し、隆帯が口縁に接する部

分で受け口状の突起を形成する。突起の上面には渦巻

文が描かれる。全体に形骸化した繋弧文のモチーフで

あるということができる。

頚部には無文帯が存在する。頚部無文帯と胴部の文

疇の間は横位の二本隆帯によって区画される。胴部

には 2本隆帯の懸垂文と一本隆帯の蛇行懸垂文が交互

に垂下する。

地文はRL単節の縄文が口縁部•胴部ともに縦位回

転で施文される。口縁部文様帯においては部分的に充

填の手法が用いられている。

3は浅鉢で、くの字に張り出す胴部中段の部分であ

る。胴上半部の文様帯はキャリパー類深鉢の口縁部文

疇に由来する。隆帯による区画の内部に隆帯＋沈線

の渦巻文が描かれる。胴下半部の無文帯との境を区画

する二本隆帯は間にわらび手状の沈線が巡り、これに

沿って箆状工具先端を用いた斜位の刺突列が施文され

る。地文は箆状工具による縦位の集合沈線である。

4~19は勝坂式の流れをくむ土器である。 4は交互

の刻みを伴う横位の隆帯が巡り、その下に平行沈線に

よって逆三角形の区画が構成される。区画内部には三

叉文が描き込まれる。 5は刻みを伴う断面台形の隆帯

によって区画文が描かれる。区画内部には沈線文や、

半裁竹管状工具先端を用いた半円形の刺突文が施文さ

れる。 6• 7 • 9も5に類似の隆帯区画が描かれる。

10は上下を斜位の刻みを伴う隆帯によって区画する口

縁部文様帯である。文様帯は背の高いジグザグの隆帯

によって縦位に分割される。区画内部には棒状工具に
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よる縦位の平行沈線が描かれる。

11は深鉢頚部である。縦位の隆帯ないし貼付文がみ

られ、これを起点に棒状工具による平行沈線が垂下す

る。 12は縦位の隆帯によって器面が分割され、左右に

平行沈線によるパネル状の区画が描かれる。

13 • 14は刻みを伴う隆帯によって渦巻文が描かれる。

15 • 16は隆帯による区画内部に棒状工具の沈線文が描

かれる。

17 • 18はくの字に内屈する深鉢口縁部で、頚部との

境にひさし状の段を形成する。頚部以下には隆帯によ

る区画が設けられ、内部に沈線文が描かれる。

19は斜位、矢羽根状、交互刺突状などの刻みを伴っ

た隆帯により区画文が描かれる。区画内部には棒状工

具の沈線文が描かれる。

24は丸棒状工具による刻みを伴う隆帯によって窓料し

状の区画が構成される。区画内部には横位の集合沈線

が充填される。

20 • 21はキャリパー類深鉢の口縁部文様帯である。

20は二本隆帯による渦巻文が描かれ、 21は十字文が描

かれる。地文はいずれも縦位の撚糸文である。

22は文様帯の下端を区画する隆帯である。二本隆帯

の渦巻文が描かれ、地文は横位の撚糸文が施文される。

23 • 25もこれと同じ部位で、数本の隆帯が文様モチー

フと隆帯区画の間を連結する。頚部には無文帯が存在

する。地文は縦位の撚糸文である。 26は口縁部文様帯

の一部で、交互刺突を伴うジグザグの隆帯がみられる。

地文は横位の撚糸文である。

27 • 28は地文縄文上に二本隆帯の懸垂文が垂下する。

27は懸垂文から渦巻状の隆帯モチーフが分岐する部分

であろう。

29は半裁竹管状工具の平行沈線文が垂下する。地文

はRL単節縦位回転の縄文である。 30はやはり半裁竹

管状のエ具による平行沈線によって文様が描かれる。

頚部に無文帯を持ち、胴部との境を平行沈線によって

区画する。この区画の下に沿って、同ーエ具による波

状の平行沈線が巡る。地文はRL単節縦位回転の縄文

である。

31は隆帯による懸垂文と蛇行懸垂文が交互に垂下す

る胴部である。隆帯には半裁竹管状工具によるなぞり

が加えられており、断面は丸味を帯びている。地文は

櫛歯状工具による縦位の条線である。

32は深鉢口縁部で、口端が軽微に内屈する。口縁直

下から縦位の隆帯が垂下し、左右に半裁竹管状工具の

平行沈線による楕円形の区画が描かれる。地文はRL

単節縦位回転の縄文で、口縁部から頚部まで一続きに

施文される。

33は棒状工具による横位の平行沈線だけがみられる

破片である。部位としては30の破片に近く、頚部無文

帯と胴部文様帯との間の区画に相当する部分であると

考えられ、地文はみられない。

34は曽利系の深鉢胴部である。半裁竹管状工具内面

のなぞりが加えられた扁平な 3~4本の隆帯が曲線モ

チーフを描き、両側に波状の浮線文が貼りつけられる。

地文は半裁竹管状工具による集合沈線である。 35• 36 

も曽利系の深鉢である。 35は平行沈線による懸垂文の

間隔を斜方向の集合沈線で填めて、樹枝状のモチーフ

を描く。 36は弧状の沈線が重畳して施文される。

37は内湾する無文の口縁部で、頚部に 1条の沈線が

巡る。曽利系の小型深鉢に付随するものであろう。 38

はコップ形の小形深鉢口縁部で、 RL単節縦位回転の

縄文が施文される。

39は口端内屈する口縁部で、無節または撚りの弱い

単節の縄文が施文される。 40• 41は撚糸文のみ施文さ

れる胴部である。

42は微隆起線による磨消しモチーフ、 43は縦位の平

行沈線による磨消しモチーフが描かれる。地文はいず

れもLR単節の縄文である。

44はLR単節の縄文だけが施文される。 45• 46は櫛

歯状工具の条線だけが施文される胴部である。 47は無

文地に縦位の刻みが巡る。
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第141図 A区第51号住居跡
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3 暗褐色土 ：ロームプロック・ローム粒子少量含む
4 暗褐色土 ：ロームプロックまばらに含む
5 暗褐色土 ：ロームプロック多く含む締まり欠く 人為的埋め戻し

か
6 暗褐色土 ：ローム粒子微昼含む
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A 区第51 号住居跡（第141 図•第142図）

E-3・F-3区に所在する。第55• 56号住居跡、

第 1号掘立柱建物跡、第170号土城ほかと重複するが、

それらとの新旧関係は不明である。

遺構は南東ー北西に長い長楕円形の範囲にピット群

のみが集中するもので、長径7.3m、短径5.5mほどで

ある。壁・壁溝は一切検出されず、炉跡などの施設も

残っていないため、本住居跡の主軸方向は不明である。

ピットは深さ30~60cmで、配置に規則性はみられない。

ただし、北西部分でピットが環状に巡る傾向がみられ

るなど、複数の遺構が複合している可能性もある。

遺物はピッ ト内部から縄文時代中期後葉から末葉の

土器片が少量出土している。

出土遺物 （第142図）

1 • 7 • 8はキャリパー類深鉢の口縁部および頚部

付近の破片である。 1は口縁部と胴部との境を隆帯に

よって区画され、胴部には磨消し懸垂文が垂下する。

7は隆帯による区画文が構成される口縁部、 8は口縁

と胴部の境が沈線によって区画される。

2~6は磨消し懸垂文の胴部である。 10は郷奎固猥

゜
10cm 

によってY字形の磨消し文様が描かれる。地文は無節

Lの縄文で、微隆起線の区画線に沿って充填施文され

る。また、縄文の一端が微隆起線の側縁に乗り上げる

状態で施文される。

11は両耳壷の胴上半部である。キャリパー類深鉢の

口縁部文様帯に由来する区画文が胴上半部に転写され

るもので、胴下半部との境は扁平な隆帯＋沈線によっ

て区画される。地文は胴下半部では櫛歯状工具による

縦位の条線であるが、胴上半部の区画内部では縄文が

施文されるものと思われる。 12は全体に丸味をもった

め両耳壷の胴下半部と判断したが、深鉢胴部である可

能性もある。幅狭の磨消し懸垂文が垂下する。地文は

RL単節の縄文である。

13以下は無文の口縁部である。 1讃ま浅鉢口縁である。

口唇は肥厚し、軽微に外屈する。口端上面は平坦に整

形される。胴部との境には段を有する。 14は両耳壷の

口縁とみられる。断面は先細りしつつ軽微に外反する。

15は口唇肥厚して内面が突出する。口端上面は平坦に

整形される。浅鉢ないし曽利系の小型深鉢であろう。
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第143図 A区第52号住居跡
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第144図 A区第52号住居跡炉跡
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A区SJ52炉跡
1 暗褐色土 ：ローム粒子微塁、焼土プロック少量、焼土粒子やや多く、炭

化物微量含む締まり弱
2 暗褐色土 ：ローム粒子多星、焼土粒子少量含む締まり弱
3 暗褐色土 ：ローム粒子少呈、焼土粒子多塁、炭化物微量含む 締ま

り弱

A区第52号住居跡 （第143図～第149図）

F-4•5 、 G - 4•5 区に所在する。第48号住居

跡に切られ、また、第162号土壊を切るものと思われ

る。このほか、第161• 163号土壊とも重複関係にある

が、これらとの新旧関係は明らかでない。

直径約5.5mの不整円形を呈する。壁の立ち上がり

は比較的明確で、壁高は最も残りの良い部分で30cmを

測る。床面は全体に緩やかな起伏を帯びており、炉跡

の北西部分では他より若干低くなっている。

壁溝は床面上をほぽ 2巡する。内周のものは長径

3.6m、短径3.4mの不整な楕円形を呈し、西側のーカ

所でわずかに切れるほかは全周するが、外周のものは

北西及び東の壁からそれぞれ十数cmの距離をおいてご

＜断片的に検出されたに過ぎない。いずれにせよ本住

居跡は最低 l回の建て替えないし重複を経験している

ものと思われる。

4 暗褐色土 ：ローム粒子微星、焼土プロック多塁、焼土粒子・灰・炭
化物少量含む締まり弱

5 灰黄褐色土：ロームと灰色粘土の混土層 全体に被熱し締まり強、堅
く締まっている

6 暗褐色土 ：ロームプロック若千、ローム粒子多景含む 炉石固定の
ための埋土か

炉跡は床面ほぽ中央に位置する。部分的に石材を

伴った石囲炉の一端に埋設土器を伴うもので、炉体土

器の周囲に接して炉石を巡らせる一般的な土器囲い埋

甕炉よりは、東関東における「複構造炉」に近いもの

である。

長径 1m、短径60cmの不整楕円形で、炉床面までの

深さは17cmである。炉跡の北端部が第163号士壊とわ

ずかに重複するが、両者の新旧関係は不明である。炉

石は炉跡の東縁および西縁に残存するが、いずれもご

＜断片的なものである。

プランの南東部分がわずかに張り出し、ここにピッ

トが穿たれ、 小型の炉体土器が埋設される。炉体土器

は頚部及び胴下半部を欠いた深鉢を正位に埋設するも

ので、土器の開口部は炉跡中央に向かってわずかに傾

いた状態である。ピットの底径は炉体土器のそれにほ

ぽ等しい。
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第145図 A区第52号住居跡遺物分布図
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第146図 A区第52号住居跡出土土器 （1)
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第147図 A区第52号住居跡出土土器 （2)
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出土土器（第146図～第149図）

1はキャリパー類深鉢である。口縁から胴上半部に

かけて残存する。 4単位の小波状口縁をなし、波頂部

から縦位の突起が垂下する。口縁部文様帯はこの突起

によって4単位に分割され、それぞれ長方形の区画文

を構成する。隆帯による渦巻文等は描かれない。

胴部には半裁f竹罰犬工具の平庁輝による懸垂文と

蛇行懸垂文が交互に配される。地文はRL単節の縄文

で、縦位回転で施文される。

2もキャリパー類の深鉢で、底部を欠失する。口縁

部文様帯は繋弧文で、渦巻文の描かれる 8単位の突起

と、これを連繋する弧状の隆帯によって構成される。

この繋弧モチーフの上に口唇が垂直に立ち上がり、棒

状工具による 2条の沈線が巡り、下段の沈線に沿って

横位の剌突列が施文される。

胴部中段のくびれの部分に半裁竹管状工具による平

行沈線が 3重に巡り、頚部と胴下半部の文様帯を区画

する。区画の上下に同一工具の平行沈線による波状の

モチーフがそれぞれ描かれる。

地文は縦位の撚糸文で、口縁部文様帯を除く全面に

施文される。

疇部分を除く最大径21.4cm、口径19.8cm、現存高

20.6cmを測る。

3は深鉢胴下半部である。胴部中段のくびれ部分の

直下が球胴状に張り出し、底部に向けて直線的に収束

する。

胴部中段に半裁竹管状工具の平行沈線が数条巡り、

同一工具の蛇行懸垂文と隆帯による蛇行懸垂文が交互

に垂下する。地文はRL単節の縄文が縦位回転で施文

される。底径20.6cmを測る。

4は深鉢の底部から胴下半部にかけての部分であ

る。底部からほぼ垂直に立ち上がる円筒形を呈する。

隆帯による懸垂文が垂下し、隆帯の左右に沿って半裁

竹管状工具の平行沈線が垂下する。

懸垂文どうしの間隙には、やはり半裁竹管状工具の

乎行沈線による蛇行懸垂文が垂下する。底径10cm、現

存高16.4cmを測る。

5も深鉢で、胴部中段から上を欠失する。棒状工具

による三本沈線の懸垂文が垂下する。地文はRL単節

縦位回転の縄文である。底径9.6cm、現存高15cmを測

る。

6は深鉢胴下半部で、 2つの部分に分かれて断片的

に出土した。胴部中段のくびれの部分に棒状工具の平

行沈線が巡り、懸垂文はみられない。地文は縦位の撚

糸文である。

7は深鉢胴部である。中段にごく緩やかなくびれを

持ち、口縁部に向かって外反する。地文は縦位の撚糸

文で、区画文・懸垂文などは施文されない。最大径

19.8cm、現存高12.8cmを測る。

8は深鉢胴下半部から底部にかけての破片である。

二本隆帯の懸垂文と一本隆帯の蛇行懸垂文が交互に垂

下する。地文は縦位の撚糸文である。底径13.2cm、現

存高11.8cmを測る。

9は深鉢で、口縁部から胴下半部にかけて残存する。

全体のプロポーションは曽利系の深鉢のもので、口縁

から頚部までの幅が比較的狭く、胴部は中段に膨らみ

をもつ。

口縁下に平行沈線が巡り、沈線問に刺突列が充填さ

れる。胴部と頚部の境を平行沈線で区画し、胴部に平

行社緑の懸垂文と蛇行懸垂文が交互に垂下する。蛇行

懸垂文は中段に渦巻文が挿入される。

口径推定36cm、現存高30.2cmを測る。

10は小形深鉢で、底部を欠失する。 4単位の山形波

状口縁をなし、内面に入り組み状の沈線が巡る。

口縁の波頂部と波底部からそれぞれ三本沈線の懸垂

文が垂下する。胴部中段のくびれ部分には横位の波状

沈線が巡り、隣り合う懸垂文どうしを連結する。地文

はRL単節縦位回転の縄文である。現存高14cmを測る。

11は曽利系の深鉢で、復元最大径67cm近い大型の個

体である。口縁から胴下半部にかけての部分と、胴部

中段から下半部にかけての部分の 2つに分かれて出土

したが、ほぼ同一個体と考えられる。口縁部は無文で、

口唇内面に隆帯の貼り付けによる稜を形成する。頚部

には籠目文が施文され、上下を交互剌突を伴う 2条の
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隆帯で区画する。胴部には二本隆帯の渦巻モチーフが

描かれる。地文は縦位の撚糸文である。

12は曽利系の深鉢口縁部である。内湾する無文のロ

縁部で、胴部との境を波状の隆帯によって区画する。

地文は縦位の撚糸文である。口径24cm、現存高9.7cm

を測る。

13は浅鉢胴部である。胴部中段がくの字に張り 出し、

この部分に受け口状の隆帯が巡る。胴上半部に文様帯

を持ち、胴下半部は無文である。

脹止半部の文様は二本隆帯のクランク文であり、モ

チーフ末端に剣先を伴う渦巻文が位置している。隆帯

間および剣先文内部には円形剌突が充填される。地文

は棒状工具による縦位の集合沈線である。胴部最大径

は50cm近くになるものと思われる。

14は無文の浅鉢である。同上半部に最大径を持ち、

軽微に外反する。

15は器台の肩部である。側壁に貫通孔を持つ。

16は13に類似の浅鉢である。胴上半部に文様帯を持

つ。胴部中段の張り出し部分に受け口状の隆帯が巡る。

隆帯上には沈線が巡り、 一部で渦巻文を構成する。胴

下半部は無文である。

17は浅鉢胴上半部の文様帯である。口縁部との境に

交互剌突の隆帯が巡り、胴上半部に斜位の刻みを伴う

二本隆帯によって弧状の区画が描かれる。地文は棒状

工具による縦位の集合沈線である。

18~21はキャリパー類深鉢の口縁部である。 18は小

波状口縁で、波頂部に縦位の隆帯を連続して貼り付け、

蛇腹状の突起を構成する。口縁部文様帯は二本隆帯の

クランク文が描かれる。 19は二本隆帯の渦巻文、 20は

繋弧状のモチーフが描かれる。 21は直線的な横S字モ

チーフである。

22~24はキャリパー類深鉢の口縁部文様帯である。

22は21に類似の横S字モチーフである。 23は頚部との

境を区画する二本隆帯である。 24は地文にRL単節縦

位回転の縄文が施文される。 28は浅鉢胴上半部の文様

帯である可能性がある。

25は無文で、直線的に開く口縁部である。 26• 27は

頚部無文帯と胴部文様帯を区画する隆帯で、胴部に隆

帯懸垂文が垂下する。

29~31は隆帯懸垂文の胴部である。 32• 33は櫛歯状

工具の条線が施文される胴部である。

34 • 35は半裁竹管状工具の蛇行懸垂文が描かれる底

部である。 35の底面は削り込まれ、上げ底状を呈する。

36は半裁竹管状工具の沈線による渦巻文から同ーエ

具の懸垂文が垂下する。

37 • 40は曽利系深鉢の胴部である。 三本隆帯で曲線

モチーフが描かれ、隆帯上面に半裁竹管状工具内面の

なぞりが加えられる。両側には波状の浮線文が付され

る。

38は連弧文系深鉢の口縁部である。口端直下に平行

沈線が巡り、地文は櫛歯状工具の条線である。 41は半

裁竹管状工具により重弧文が描かれる口縁部である。

地文はみられず、胴部との境は平行沈線により区画さ

れる。

39は波状の浮線文によって器面が縦横に分割される。

42は半裁竹管状工具による結節沈線によって類似のモ

チーフが描かれる。

43~45は無文の口縁部である。 43は浅鉢、 44は12に

類似の深鉢であろう。 45は無文胴張りの浅鉢で、口唇

は著しく肥厚して外屈する。

46は無文地に棒状工具の太い沈線によって渦巻文が

描かれる。

47は二本隆帯による繋弧状のモチーフ、 48は13に類

似のモチーフで、いずれも浅鉢胴上半部であろう。

49以下は口縁部文様帯の喪失ないし簡素化、磨消し

文様の卓越などに特徴づけられる中期末葉の土器群

で、覆土中への混入と思われる。

49 • 50はキャリパー類深鉢の口縁部である。 50のロ

縁部文様帯は扁平な隆帯による楕円形の区画文で、内

部にi胡泉によるなぞりが加えられる。

51 • 52は緩やかな波状口縁である。口縁直下に 1条

の沈線が巡るが、この沈線は波頂部で途切れて上方へ

と切れ上がっている。胴部には逆U字状の磨消しモ

チーフが描かれる。
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53~55は磨消し懸垂文の胴部である。 56~58は逆U

字や楕円形の磨消しモチーフが描かれる。 59は沈線の

みの懸垂文、 60はアルファベット文が描かれる。

61は櫛歯状工具による波状の条線が描かれる胴部で

第149図 A区第52号住居跡出土土器（ 4)

ある。 62は両耳壷胴上半部の文様帯である。 64は両耳

壷に伴う橋梁状の把手で、背面にLR単節の縄文が施

文される。
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第150図 A区第53号住居跡
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A区SJ53
1 褐色土 ：ローム粒子やや多く含む
2 暗褐色土 ：ロームプロック・ローム粒子少量含む
3 暗褐色土 ：ロームプロック多く含む締まり欠く 人為的埋め戻し

か
4 暗褐色土 ：ローム粒子多呈含む
A区SJ53炉跡
1 疇褐色土：ローム粒子少黛焼土粒子多量含む締まり強
2 暗灰黄色土：再堆積ローム 全体に被熱、締まり強
3 暗灰褐色土：ローム粒子多量、焼土粒子微量含む 締まりやや強
A区SJ53埋甕
1 暗褐色土 ：ロームプロック少量含む粘性あり、締まりやや欠く
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第151図 A区第53号住居跡出土土器

0 10cm 
I I I 

A 区第53号住居跡（第150図•第151 図）

F・G-5区に所在する。第52号住居跡と重複して

いるが、新旧関係は不明である。炉跡を中心とする直

径7mほどの範囲にピット群が集中するもので、複数

の遺構が切り合っている可能性がある。壁は全く残存

せず、壁溝も検出されなかった。

炉跡はピット群の中心からやや北東に寄った地点に

位置している。不正楕円形の地床炉で、長径90cm、短

径75cm、深さ15cmを測る。

第152図 A区第54号住居跡

炉跡の南西約 1mほどの所で埋甕を検出した。埋甕

周囲の堀り方は直径65cmの不整円形で、深さ10cmを測

る。土器はピット底面から 7~8cm浮いた状態で、ロ

縁側を西に傾けて埋設されていたものとみられる。炉

跡と埋甕を結ぶ線を住居跡の主軸と仮定した場合、本

疇跡の主軸方向はN-71°-Eを指す。

ピットは 1m間隔で環状に巡るほか、埋甕周辺にも

集中する傾向にある。

前述の埋甕の他に本住居跡に確実にともなう遺物は

出土していない。

出土土器（第151図）

1は埋甕で、小破片の状態で出土したもののうち深

鉢底部から胴下半部にかけての部分が復元された。底

部直上に弱いくびれを持ち、胴部中断に向かって内湾

しつつ緩やかに立ち上がる。底面は上げ底状を呈する。

胴部文様は微隆起線による玉抱き状の磨消しモチー

フで、地文はRL単節の縄文がモチーフに沿って充填

される。
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A区SJ54炉跡
1 暗褐色土：ロームプロック・ローム粒子

・焼土プロ ック少量含む粘
性ややあり、締まり良し Q_ss., C' 

゜
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第153図 A区第54号住居跡出土土器

＂賀□
゜

10cm 

A 区第54号住居跡（第152図•第153図）

G-4・5区に所在する。調査区壁近くで炉跡を検

出し、その周囲の直径3.5mの範囲で環状にならぶピッ

ト群を検出した。ただし、推定される遺構プランの北

東部分およそ1/3は調査区域外に外れている。また、

環状のピット群の南西にも 5~6本のピット (P5~ 

9)が集中して検出された。ピットの深さは30~45cm

を測る。

壁は全く残存せず、壁溝も検出されなかった。炉跡

はピット群の中央に位置している。楕円形の地床炉で、

長径45cm、短径39cm、深さ16cmを測る。炉跡検出面上

で土器の大破片が集中して出士している。ほとんどが

同一個体に属するものであるが接合せず、炉体土器の

ような体裁を整えていなかった。本住居跡の炉跡は土

器片囲い炉か、あるいは住居の廃絶時に炉体土器を抜

き取られた埋甕炉である可能性がある。

前述の炉跡出土土器の他に、本住居跡に確実に伴う

遺物は出土していない。

出土土器（第153図）

1~3とも炉跡出土の土器で、深鉢胴部破片である。

他にも多数の士器片が出土したが、大半が同一個体で

あるため、代表的なもの 3点のみを掲載する。

1 • 3は同一個体で、炉跡から出土した土器片のほ

とんどがこの個体に属するものである。幅広の磨消し

懸垂文が垂下する。地文はRL単節の縄文が縦位回転

で施文される。

2も磨消し懸垂文の垂下する胴部であるが、地文は

LR単節の縄文で、 1 • 3とは別個体である。

A区第55号住居跡（第154図～第160図）

E-3区に所在する。第56号住居跡、第160号土壊

を切っており、また、第154号士壊に切られるものと

思われる。円形の主体部に長楕円形の張り出し部を

伴った柄鏡形の竪穴住居跡で、主体部の直径4.7m、

壁高6cmを測る。主軸方向はN-48.5°-Eを指す。

堅緻な床面は検出されず、ローム層の露出を持って床

面と判断した。床面はほぽ乎坦で、南東から北西に向

かって緩やかに傾斜している。

張り出し部は長径2.67m、短径 1mの長楕円形の掘

り込みで、全体の1/2が主体部プランに掛かっている。

遺構検出面からの深さ46cm、主体部床面との高低差40

cmを測る。

床面上から多数のピットが検出されているが、主体

疇のラインに沿って並ぶP7 • 11 • 13 • 14 • 17など

が壁柱穴を構成するものと思われ、その他の床面中央

部に密集するものは別個の遺構との切り合いの可能性

が高いものと考えられる。

張り出し部底面においても数本のピットが検出され

ているが、それらのうち主体部との連接部に位置する

P4・5、P3・6は主軸線をはさんでそれぞれ対照

に配置されている。張り出し先端部におけるピットの

配置は土壊との切り合いなどのため明かでない。

炉跡は主体部中央に位置している。不整円形の地床

炉であり、直径70cm、深さ18cmを測る。炉石・炉体土

器などは検出されていない。また、本住居跡から埋甕

は発見されず、これに代わる石囲いなどの施設も検出

されなかった。

本住居跡も第48号住居跡と同様、主体部床面上に周
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第154図 A区第55号住居跡
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第155図 A区第55号住居跡遺物分布図（ 1)
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第156図 A区第55号住居跡遺物分布固 （2)
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第157図 A区第55号住居跡出土土器 （1)
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第158図 A区第55号住居跡出土土器（ 2)
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礫帯を伴っている。特に北壁から東壁にかけて幅20~

40cm程の弧状に、顕著な礫の集積がみられる。礫の出

土したレベルは遺構検出面付近に集中している。

遺物は周礫帯の礫に混在する形で出土した。中心は

縄文時代中期末葉から後期初頭の土器片である。

出土土器（第157図～第160図）

1は深鉢口縁部から胴部中段にかけての破片であ

る。 4単位の小波状口縁で、口縁直下に 1条の沈線が

巡る。胴上半部に鋸歯状の沈線が描かれ、内部にLR

単節の縄文が充填される。胴部中段には指頭によると

思われる縦位のなで調整がみられる。

2は小波状口縁の深鉢で、口縁の大半と胴上半部の

一部を欠失している。 胴部中段のくびれを境に文様帯

が上下に分帯され、胴上半部には大波状の区画が描か

れ、この区画から上にLR単節の縄文が充填される。

胴下半部には逆U字の沈線が垂下し、内部にLR単節

の縄文がやはり充填手法で施文される。

ロ疇25cm、最筵28.8cm、麟高30.2cmを測る。

3は深鉢口縁部の破片で、 4単位の小波状口縁をな

す。口縁直下に 1条の沈線が巡り、胴上半部には隅丸

方形の沈線区画が描かれ、内部にLR単節の縄文が充

填される。胴下半部には逆U字の沈線が垂下し、内部

に同一原体の縄文が施文される。

4は水平口縁で寸胴の深鉢である。口縁から胴上半

部にかけての部分が残存する。断面三角形の隆帯に

よって文様が描かれる。口縁直下を 1条の隆帯によっ

て区画する。胴上半部の文様体は一種の玉抱き文であ

り、隆帯による円形の区画が描かれ、左右に逆三角形

の隆帯区画が垂下する。地文はLR単節の縄文が充填

されるが、隆帯に接する部分では縄文が隆帯側縁に乗

り上げる状態である。

5は両耳壷である。肩部に断面三角形の隆帯が巡り、

麟状の把手が付される。頚部とのつながりは比較的

スムーズで、口縁はほぼ垂直に立ち上がる。胴上半部

の文様体は存在せず、全面にLR単節の縄文のみが施

文される。地文は把手背面にも施文される。

6も両耳壷であると考えられる。頚部下端から肩

部・胴上半部にかけての部分が残存する。肩部に断面

三角形の隆帯が巡る。 胴上半部の区画文はみられない

が、肩部の隆帯が部分的に垂下して何らかの磨消しモ

チーフを描くものと考えられる。胴部には鋸歯状の磨

消しモチーフが描かれる。地文はLR単節の縄文で、

モチーフに沿って充填施文される。

7は小型深鉢口縁部である。内湾する胴上半部から

軽微に外反する無文の口縁へと連続する。両者の境は

断面三角形の隆帯によって区画される。緩やかな波状

口縁をなし、波頂部には環状の把手が付される。地文

はRL単節縦位回転の縄文で、隆帯上にも横位回転で

施文される。

8 • 9はさかずき状の突起で、波状口縁の波頂部に

付されるものであろう。

10は台付き深鉢の脚台部である。円形の貫通孔をも

つ小型の脚台で、文様は施文されない。

11は土製の蓋である。肩部に断面三角形の隆帯が巡

り、これに横位の環状把手が 2単位付される。文様は

施文されず、彩色もみられない。直径7.8cm、内径6.8
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第159図 A区第55号住居跡出土土器 （3)
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第160図 A区第55号住居跡出土土器 (4)

44 

cmを測る。

12~15は覆土中への混入と思われる古相の土器群で

ある。 12は地文撚糸文で二本隆帯の懸垂文が描かれる。

13は隆帯懸垂文の垂下する底部で、地文はRL単節の

縄文で、 0段多条である。 14は唐草文の土器で、一本

隆帯の蛇行懸垂文が垂下し、地文は棒状工具による集

合沈線文が施文される。 15は浅鉢で、胴部中段に交互

刺突を伴う隆帯が巡り、胴下半部は無文となる。

17 • 18はキャリパー類深鉢の口縁部である。 19はロ

疇を欠失するが同羞位の破片であろう。 16• 20 • 

21 • 24 • 25は磨消し懸垂文の胴部である。 24は複節、

それ以外は単節縦位回転の縄文を地文とする。 31も磨

消し懸垂文であるが、地文は櫛歯状工具による波状の

疇である。

28~30は鋸歯状ないしU字状の磨消しモチーフが上

下に対向する。

32~34は口縁直下に偏平な隆帯が巡る深鉢口縁であ

46 

□50 

゜
10cm 

る。 32は逆U字の鹿消しモチーフが描かれる。 33は隆

帯上にも縄文が施文される。 35~41は微隆起線により

文様が描かれる深鉢である。 35は波状口縁で、波頂部

につまみ状の突起が形成される。胴部には対弧状のモ

チーフが描かれ、地文としてLR単節の縄文が充填施

文される。 38はアルファベット文が描かれる。

42~46は両耳壷と思われる。 42は垂直に立ち上がる

無文の口縁、 43は胴上半部の文様帯で、隆帯による渦

巻文が描かれる。 44• 45は肩部の破片である。比較的

変化に乏しい器形で、頚部と胴部の境を断面三角形の

隆帯で区画する。胴部には磨消し文様が描かれ、地文

はLR単節の縄文が施文される。 46は橋梁状の把手で

ある。薄手のつくりで、背面にLR単節の縄文が施文

される。 48は球胴状に張り出す胴下半部で、比較的緻

密な縄文が施文される。 49は無文の胴下半部、 50• 51 

は底部の破片である。
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A区第56号住居跡 （第161図～第166図）

E-3・ 4区に所在する。第55号住居跡に切られる。

l軒の不整楕円形の竪穴住居跡として調査したが、複

数の遺構の複合である可能性がある。その根拠につい

ては後述する。

長径6.2m、短径5m、壁高は残りの良い部分で15

cmを測る。堅緻な床面は検出されず、ローム面の露出

をもって床面と認定した。床面は凹凸が激しく、壁の

立ち上がりも緩やかであり、第144号土城と切り合う

北東部分では壁自体が失われていた。

床面中央から80cm程北西に寄った地点で炉跡を検出

した。不整楕円形の地床炉で、長径48cm、短径42cm、

深さ10cmを測る。炉跡上面から多量の土器片がまと

まって出土した。復元の結果、これは外反する深鉢胴

部中段の部分であり、全周にわたって残存することが

わかった。

この士器は本来炉体土器として機能していたもの

で、深鉢胴部中段を正位に埋設したものと思われる。

士器は床面と考えたローム面から約7~8cm上に浮い

た状態で出土している。

この炉跡の南東方向に 2基の埋甕を検出した。 1基

は炉跡から 1m程離れた床面中央部、もう 1基は炉跡

と前述埋甕の延長線上の壁際で検出した。前者を埋甕

2、後者を埋甕 lと命名する。

埋甕 1は両耳壷を正位に埋設したものである。土器

内部には十数cm大の礫l点が落ち込んでおり、遺物は

出土していない。土器の外部に接して 1点の礫が置か

れており、士器内部の礫も本来こうした状態で敷設さ

れていたものかもしれない。土器口縁部と礫の上端の

レベルは現床面上10~12cmで、本住居跡の遺構検出面

と等しい。

土器の下面から土器埋設のための掘り方を検出し

た。直径45cm、深さ 8cmの不整円形のピットである。

底面は平坦で、土器は底部をピット底面に接する状態

で埋設されていた。

埋甕2は口縁の一部と、胴部中段から下を欠いた深

鉢を逆位に埋設したものである。内部から石鏃4点僅！

286図44~47) と若干のフレーク類が出土した。埋甕

の開口部を囲うようにして径10~20cmほどの礫が敷設

される。これらの礫の上端と土器の開口部とはほぽ同

デ面状にそろっており、床面上10~12cm、やはり本

住居跡の遺構検出面のレベルに相当する。

土器の下面から土器埋設のための掘り方を検出し

た。長径64cm、短径54cmの楕円形で、深さは16cmを測

る。ピットの壁は垂直に近い角度で立ち上がり、底面

は起伏に富んでいる。土器は口縁部をピット底面に接

する状態で逆位に埋設されていた。

これら 2基の埋甕のほかに、炉跡から西に1.2m程

離れた地点で深鉢口縁部の大破片が逆位で出土した。

これを本住居跡に伴う施設と考え、埋甕3と命名した。

ただし、土器は現床面に口縁部を接した状態で出土し

ており、「埋設」のための掘り方は確認できなかった。

周囲に礫を伴ってはおらず、また土器内部からの遺物

の出土もみられなかった。

さて、本住居跡は冒頭述べた通り楕円形プランの単

独の竪穴住居跡として調査され、上記の炉跡・埋甕類

についてもこの住居跡に伴うものとして記録されたも

のである。しかし、前述したような炉跡と 3基の埋甕

（うち l基は掘り方を持たないようだが）の位置的・

距離的な関係は、..唯一埋甕3とした復元個体の出土

地点が炉跡を挟んで正反対に位置していることを別に

すれば•本遺跡A区第48号住居跡や後出D区における

それと一致している。

炉跡や埋甕の検出面が床面よりも10cm余り上に位置

している事実からみても、本住居跡の遺構検出面付近

を生活面とする柄鏡型の住居跡が存在したことは間違

いなく、本住居跡は 2軒の住居跡の複合である可能性

が高い。

埋甕 lは張り出し部先端の埋甕、埋甕2は主体部と

張り出し部の接続部分に位置するものであろう。埋甕

3については周礫帯のなかにしばしば見られる復元個

体で、必ずしも「埋甕」の体裁を持ってはいなかった

かもしれない。

炉跡中心部から埋甕 lの先端＝張り出し部先端まで
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第161図 A区第56号住居跡
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2m 
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第162図 A区第56号住居跡遺物分布図
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の距離は約4.2m+a、これを住居跡主体部の直径とほ

ぽ等しいものと仮定するなら、本住居跡上面には主体

部直径約4.2m強、張り出し部を含めた全長約6.3m余

り、 主軸方向はN-54.5°-Eを指す、連接部の埋甕

が若干内側に寄る以外は、中期末葉のものとしては標

準的な規模と構成を持った柄鏡型の住居跡が存在した

ものと思われる。

遺物は中期末葉の土器が出土している。
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第163図 A区第56号住居跡炉跡 ・埋甕
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A区SJ56炉跡
1 暗褐色土：ローム粒子少量、焼土粒子微塁含む締まり弱

2 褐色土 ：ローム粒子 ・焼土粒子少星含む締まり弱

A区SJ56埋甕 1
1 黒褐色土：ローム粒子少量含む締まりやや強
2 暗褐色土：ロームプロック少量、ローム粒子多量、炭化物微盤含む

締まり弱
A区SJ56埋甕2
1 極暗褐色土：ローム粒子少呈含む 締まりやや強
2 黒褐色土 ：ローム粒子少量含む 小礫混じる 締まり弱
3 褐色土 ：ロームプロック若干、ローム粒子多董含む 締まり弱

出土土器（第164図～第166図）

1は埋甕2である。キャリパー類深鉢で、胴部中段

を欠失する。

口縁部文様帯は渦巻き文を喪失して楕円形区画へと

変化し、頚部との境界は軽微な段を残すのみで非常に

曖昧である。楕円文の接点には指頭によると思われる

円形の剌突が一つ配される。

胴部文麟は唐草文に由来するもので、渦巻・横S

字・わらび手などのモチーフが幅広の沈線によって描

かれる。モチーフの末端は隆起してひれ状の突起を形

成する。モチーフの余白には特に区画を設けずに縄文

が施文されるほか、楕円形の区画文が挿入される。

叡はRL単節の充填縄文であるが、 1面のみRL

単節の縄文を忍び込ませている。口径46cm、現存高

25.2cmを測る。

2は埋甕 lである。無文の両耳壷で、口縁および胴

上半部の一部を欠失する。底部から胴部中段にかけて

鴫良的に開く。肩部がくの字に張り出し、ここに橋梁

状の把手一対が付される。口縁は失われているが、外

反して垂直に立ち上がる一般的な口縁ではなく、内傾

したままの状態で終息する可能性が高い。

文様は施文されず、外面胴上半部には箆状工具によ

り、斜位の削りないし、ごく荒々しいなで様の器面調

整が施される。胴下半部では縦位の研磨がみられる。

内面には箆状工具による研磨が徹底される。

把手部分を除いた最大径43.5cm、底径7.2cm、現存

-187 -



第164図 A区第56号住居跡出土土器 （1)
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第165図 A区第56号住居跡出土土器 （2)
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第166図 A区第56号住居跡出土土器（ 3)
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高34.5cmを測る。

3は埋甕3で、キャリパー類深鉢の口縁から胴上半

部である。口縁部文様帯は形骸化した繋弧文というべ

きものである。弧状モチーフが切り合う部分は小突起

状に張り出すが、渦巻き文は省略される。胴部には磨

消し懸垂文が垂下する。地文はRL単節の縄文で、ロ

縁部は横位回転、胴部では縦位回転で施文される。

4は炉体土器で、外反する深鉢胴部中段である。ロ

縁部文様帯を持つキャリパー類の深鉢であると思われ

る。両側になぞりを加えた二本隆帯によって大柄の渦

巻き文が描かれるもので、隆帯主導ではあるが文様構

成上は 1の個体に類似する。モチーフ末端がひれ状に

疇する輝廷共通している。地文はRL単節の縄文

が施文される。最大径46cm、現存高12.7cmを測る。

5は梶山類深鉢の口縁部である。波状口縁をなし、

断面三角形の隆帯によ って大柄の渦巻き文が描かれ

る。地文はRL単節の縄文が充填手法で描かれる。

6は無文胴張りの浅鉢で、口縁部から胴上半部にか

けて残存する。口唇は肥厚して屈曲し、内湾する胴部

から垂直に立ち上がる。この浅鉢については古い特徴

を有しており、覆土中への混入の可能性がある。

7~9は隆帯＋沈線によって渦巻文が描かれるキャ

リパー類深鉢の口縁部である。 10• 11は口縁直下に 1

条の沈線が巡るもので、形骸化した口縁部文様帯であ

る。

12は連弧文系の深鉢口縁部である口端直下に棒状工

具の平行沈線が巡り、地文はRL単節縦位回転の縄文

が施文される。

13は口縁直下に断面三角形の隆帯が巡る。 14は曽利

系の深鉢で、口縁下に弧状の隆帯区画が配され、区画

接点から平行沈線の懸垂文が垂下する。

16 • 17は両耳壷胴部中段の隆帯区画である。 17は二
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第167図 A区第57号住居跡
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A区SJ57
1 暗褐色土 ：ロームプロック少量含む
2 黒褐色土 ：ロームプロックを多塁に含む
3 暗褐色土：ローム粒子を少量含む
3' 疇色土：ロームプロック多量、ローム粒子微量含む
4 暗褐色土 ：ロームプロックを多量に含む
5 疇色土 ：ロームプロック砂量含む

A区SJ57炉跡
1 暗褐色土：ロームプロックやや多く、焼土プロック若干含む粘性欠

き、締まり良し
2 暗褐色土 ：ロームプロックやや多く、焼土粒子微最含む粘性欠き、

締まり弱
A区SJ57埋甕
1 暗褐色土：ローム粒子若干含む
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第168図 A区第57号住居跡出士士器

本隆帯の大柄な渦巻き文の描かれる胴部である。 18は

交互刺突を伴う小波状の隆帯懸垂文、 19は磨消し懸垂

文である。 20~23は条線のみ施文される胴部破片、 24• 

25は底部付近の破片である。

A 区第57号住居跡（第167図•第168図）

F-4区に所在する。第70• 85号住居跡と重複関係

にあるが、これらとの新旧関係は不明である。直径7

mほどの環状の範囲に大小のピット群が集中するもの

で、壁・壁溝などは一切検出されていない。このため、

本住居跡の正確な規模・平面形などは一切不明であ

る。

炉跡はピット群の中央からやや南西に寄った地点で

検出された。楕円形の地床炉で、長径1.3m、短径

1.07m、深さ20cmを測る。

炉跡の南西1.3mの地点に埋甕が存在する。直径40

cm、深さ20cmの不整円形のピット中に 3個体分の土器

の大破片が折り重なった状態で埋設されるもので、土

器の残存状態は必ずしも良くない。士器は丸底状の

ピットの底面から10cm余り浮いた状態で出土してい

る。

前述の3個体の埋設土器以外に、本住居跡に確実に

伴う遺物は出土していない。埋設土器の時期は縄文時

代中期末葉である。

出土土器（第168図）

前述のとおり本住居跡の埋甕は土器の大破片が折り

重なった状態で発見されたものであり、復元の結果3

＼ 囀3

0 10cm 
I I | 

個体の士器の存在が明らかとなった。ピット中からは

図化した以外にも若干の土器片が出土したが、接合し

なかった。

1は深鉢で、胴部中段から底部の直上までが断片的

に復元された。沈線による磨消し懸垂文が垂下し、 R

LR複節の粗雑な縄文が縦位回転で施文される。薄手

かつ硬質の器壁である。

2も深鉢で、胴部中段から下半部にかけての部分が

復元し得た。二本沈線による逆U字状の区画が描かれ、

内部にLR単節の縄文が縦位回転で施文される。

3は深鉢胴下半部から底部にかけての部分である。

底部直上で内湾しつつ開く球胴状の器形で、小型の壷

や両耳壷など特殊な器種に属するものであるかも知れ

ない。三本沈線の磨消し懸垂文が垂下し、地文はRL

縦位回転の縄文である。底径4.8cmを測る。

A 区第58号住居跡（第169図•第170図）

F-4区に所在する。第52号住居跡の覆士上に位置

するものでこれより新しく、第161• 162 • 163号土城よ

りも新しい。また位置関係からいって第48号住居跡と

も重複関係にあるものと思われるが、新旧関係は明か

でない。第52号住居跡床面と本住居跡炉跡の掘り込み

面のレベル差は31cmである。

検出されたのは炉跡のみであり、壁・壁溝・ピット

などは発見されなかった。従って本住居跡の規模•平

疇主軸方向等は一切不明である。

炉跡の形態が第48号住居跡など中期末葉の柄鏡形住
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第169図 A区第58号住居跡
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居跡のものに類似していることから、本住居跡も柄鏡

形の住居跡であった可能性が高いが、この炉跡に対応

する埋甕らしきものは検出されなかった。

炉跡は方形の石囲炉で、長径64cm、短径49cm、深さ

13cmを測る。炉石の石材は石皿の転用をも含む結晶片

岩系の板石と、偏平な河原石が混在する。炉石埋設の

ための掘り方は長径8.2cm、短径5.7cmの楕円形である。

遺物は炉跡覆土中から縄文時代中期後葉および末葉

の土器片が小量出士している。ただし前者については

第170図 A区第58号住居跡出土土器

第52号住居跡の遺物が混入している可能性がある。

出土土器（第170図）

1は半裁竹管状工具の平行沈線による蛇行懸垂文が

垂下する胴部である。地文はRL単節縦位回転の縄文

である。

2~5は磨消し懸垂文の胴部である。地文はすべて

RL単節の縄文である。

6は曽利系の深鉢頚部である。交互刺突を伴う隆帯

が巡り、地文は半裁竹管状工具による縦位の集合沈線
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第171図 A区第59号住居跡
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A区SJ59
1 暗褐色土 ：ローム粒子微塁含む やや粘性あり、締まり良し
2 暗褐色土 ：ロームプロック少蓋含む粘性強
3 疇色土 ：ローム粒子疇含む粘性強
4 黒褐色土 ：ローム粒子多く含む やや粘性あり、締まり良し
5 暗褐色土 ：ローム粒子やや多く含む
A区SJ59炉跡
1 淡赤褐色土：ローム粒子 ・焼土粒子少皇、炭化物微量含む
2 黒灰褐色土：灰・炭化物多呈に含む締まり弱
3 暗赤褐色土：ローム粒子・焼土プロック少量、焼土粒子多呈、炭化物

微 含 む 締まり弱
4 暗灰褐色土：ローム粒子多量に含み、若干の灰を含む 締まりやや強 ゜
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第172図 A区第59号住居跡出土土器

0 10cm 
I I | 

である。

7は無文の胴部である。 8は両耳壷の底部と思われ

るもので、 RL単節の縄文が縦位回転で施文される。

A 区第59号住居跡（第171 図 • 第 172図）

E-3• 4、F-3• 4区に所在する。第56号住居

跡、第144号土壊と重複関係にあるが、これらとの新

旧関係は不明である。長径7m、短径5.3mの範囲に

炉跡と 2基の埋甕、さらに大小のピット群が集中する

ものである。壁・壁溝等は一切検出されなかった。従っ

て本住居跡の規模•平面形は不明である。

炉跡はピット群の中央やや南西寄りに位置してい

る。隅丸長方形の地床炉で、長径60cm、短径55cm、深

さ17cmを測る。

炉跡の南西で 2基の埋甕を検出した。炉跡からみて

ほぼ同一線上に 2基が並ぶ。炉跡から遠い南西側のも

のを埋甕l、炉跡寄りのものを埋甕2と命名した。

埋甕 lは炉跡の中心から南西に2.3m離れた地点に

位置している。トレンチャーによる破壊を被っている

が、キャリパー類深鉢胴部上段から中段にかけての部

分が正位に埋設されたものと思われる。掘り方はオ繁：

円形のピットで、直径36cm、深さ32cmを測る。

埋甕2はトレンチャーによる撹乱が著しく、埋設士

器もほとんど小破片の集積といった状態で検出され

た。口縁部から胴上半部にかけてのごく一部が復元で

きたにすぎない。掘り方は楕円形のピットで、長径74

cm、短径60cm、深さ20cmを測る。

炉跡と 2基の埋甕を結ぶ線を本住居跡の主軸線と仮

定するなら、 N-33.5°-Eを指す。

ピットは主輯泉の麟側では密に、北西側では疎ら

に検出された。配置に規則性は認められず、またピッ

トの間隔が密に過ぎるようでもあり、複数の遺構の切

り合いである可能性がある。

埋甕をはさんで対照に、ハの字形に配置される一群

が認められ、入り口付近の対ピットにあたるものと考

えられる。

前述の埋甕の他に、本住居跡に伴う遺物は出土して

いない。埋甕の時期は縄文時代中期後葉から末葉と考

えられる。

出土土器（第172図）

1は埋甕2である。キャリパー類深鉢口縁部から胴

上半部にかけての破片である。

口縁部に波状の隆帯が巡り、上下に隆帯十沈線によ

る楕円形の区画文が配される。胴部には磨消し懸垂文

が垂下する。

地文はRL単節の縄文で、口縁部では横位、胴部で

は縦位回転で施文される。

2は埋甕 1である。キャリパー類深鉢胴部上段から

中段にかけて残存する。寸胴で器形の変化に乏しく、

胴部中段にごく弱いくびれを持つ。

全面に幅の狭い磨消し懸垂文が垂下する。地文はR

L単節の縄文で、縦位回転で施文される。所々にみら

れる結束回転文は、縄文原体の末端処理の結び目があ

らわれたものであろう。

復元最大径28.2cm、現存高15.6cmを測る。
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第173図 A区第60号住居跡
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A区SJ60
1 暗褐色土：ロームプロック ・ローム粒子微呈含む 粘性やや欠く
2 明褐色土：ロームプロックを多く含む
A区SJ60炉跡
l 暗褐色土：ロームプロックやや多く、焼土プロック若干含む 粘性欠

き、締まり良し
A区SJ60埋甕
1 暗褐色土：ローム粒子少量含む
2 褐色土 ：再堆積ローム 人為的埋め戻しか

埋甕
•V 、V

<I 
日

＜

日
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゜
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第174図 A区第60号住居跡出土土器

0 10cm 
| l | 

A 区第60号住居跡（第173図•第174図）

F-3 • 4、G-3 • 4区に所在する。第72• 85号

住居跡と重複するが、新旧関係は不明である。

炉跡を中心とする直径5.7mの範囲に大小のピット

が集中する。壁・壁溝は全く検出されていないため、

本住居跡の正確な規模 • 平面形は不明である。

炉跡はピット群のほぼ中央に位置している。地床炉

で直径60cmの円形を呈し、炉床までの深さ27cmを測る。

炉跡の南西に埋甕が存在する。炉跡からの距離は約

80cmほどである。深鉢胴下半部を正位に埋設したもの

である。内部には礫l点が落ち込んでいたほか、遺物

は出土していない。

埋甕埋設のための掘り方は土器本体より一回り大き

な円形のピットで、直径56cm、深さ13cmを測る。土器

はこのピットの底面に底部を接する状態で埋設されて

1,,ヽた。

炉跡と埋甕を結ぶ線を住居の主軸と仮定するなら

ば、本住居跡の主軸方向はN-51.5°-Eを指す。

ピットは炉跡の東西方向で密に検出され、逆に南北

方向には空白が存在する。深さ20~40cmの小規模なも

のが多く、炉跡西側では住居跡推定線上に弧状の配列

がみられ、壁柱穴を構成するものとみられる。

前述の埋甕以外に、本住居跡に伴う遺物は出士して

いない。埋甕の時期は縄文時代中期末葉であると考え

られる。

出土土器（第174図）

1は埋甕である。胴部中段から上を欠失するが、ロ

縁部文様帯を有するキャリパー類の深鉢であると思わ

れる。胴部中段に弱いくびれを持ち、胴下半部は緩や

かなカーブを描いて収束し、底部に至る。

幅の狭い二本沈線の磨消し懸垂文が垂下する。地文

はRLR複節縦位回転の縄文である。

現存する胴体部分の最大径が30cmであるのに対し底

径は 8cmに満たない。土器全体のサイズに比較して非

常に小さな底部であるといえる。現存高は26.8cmを測

る。

A区第61• 63号住居跡（第175図～第177図）

C・D-2区に所在する。 2軒が重複して検出され、

第61号が第63号を切る状態であった。また、両者とも

北半部分が調査区域外に掛かっている。

第61号住居跡は全体のほぼ1/3程が調査されたもの

と思われる。 A区第7号住居跡に類似する小型円形三

本主柱の竪穴住居跡であるとみられ、大きく見積もっ

ても直径4mを超えないものと思われる。壁高は約30

cmを測る。床面は平坦で、東に向かって緩やかに傾斜

している。

壁溝は調査された範囲で全周し、重複はみられない。

炉跡は検出されず、調査区域外に位置しているものと

思われる。

住居跡南南東祁において埋甕を検出した。壁溝の内

側に接して設けられており、口端部と底部を欠失する

深鉢を正位で埋設したものである。土器埋設のための

掘り方は土器本体より一回り大きな不整円形のピット

で、別個のピット (P2)を切っている。直径30cm、

深さ30cmを測る。埋甕はピット底面から若干浮いて、

口縁部をわずかに床面に露出した状態で埋設されてい

たものと思われる。

床面上から 3本のピットを検出した。 P2は前述の

ように埋甕の掘り方に切られており、出入り口の施設

に伴うピットであると思われる。壁溝の外に接するP

1もこれに類するものであろう。

P3は炉跡と埋甕の間に、住居跡主軸線をはさんで
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対峙する一対のピットの片方であると考えられる。

前述の埋甕以外に、覆土中から少量の遺物が出土し

ている。大半が縄文時代中期後葉から末葉に属する土

器の小破片である。

第63号住居跡は第61号住居跡の南西で検出された。

大半が調査区域外に存在するため、規模 • 平面形・主

軸方向等全て不明である。

壁高は残りの良い部分でも17cm、壁の立ち上がりは

明確でない。床面は起伏に富んでいる。壁溝は検出さ

れなかった。

炉跡は検出されず、調査区域外に位置している可能

性がある。p1~3が第61号住居跡に属するものであ

るとするなら、本住居跡に属するピットは検出されて

いない。

本住居跡に伴う遺物は出士していない。

出土土器（第176図•第177図）

全て第61号住居跡に属する遺物である。

1は埋甕である。口唇部と底部を欠失する深鉢で、

第175図 A区第61 • 63号住居跡

調査区域外

ィ＼ 

ー

口縁内湾し、 胴部中段に弱いくびれを持つ。

逆U字状の沈線区画内部にRL単節の縄文が充填さ

れ、隣り合う区画どうしの間に口縁から底部まで一貫

した磨消し懸垂文を形成する。

懸垂文の中央にはわらび手状の沈線が垂下し、一部

口縁直下に両端閉塞する 3の字状の小わらび手モチー

フが描かれる。

最大径29.5cm、現存高31.3cmを測る。

2は器台である。無文で、箆状工具による横位の荒

いなで調整が観察され、胴部中段に貫通孔を持つ。下

方に向かって軽微に開き、接地部分は内湾する。

3は棒状工具による渦巻文が施文される胴部であ

る。 4はキャリパー類深鉢の頚部無文帯で、 胴部との

境を 1条の隆帯で区画する。

5は微隆起線による楕円形の区画内部に縄文が充填

施文される。梶山類深鉢か、ひさご形土器の胴部中段

であろう。 6は横位の微隆起線から下に櫛歯状工具の

疇が鹿文される。両耳壷胴上半部の文様帯下端の部

A 55.5 

C 550 
巳一 埋梵

C' 

゜

col 

A区SJ6 1 
1 暗褐色土：ローム粒子を若干含む締まり

・粘性欠く
2 暗褐色土：ロームプロック・ローム粒子を

やや多く、炭化物微呈含む粘性
ややあり、堅く締まっている

3 褐色土 ：ロームプロック少呈、ローム粒
子やや多く含む粘性やや欠き、

締まり良し
4 暗褐色土：ローム粒子微量含む粘性に富

み、締まり良し
A' 5 褐色土 ：ロームプロックやや多く含む

粘性やや欠き、締まり良し
A区SJ6 1埋甕
6 褐色土 ：ローム粒子多競、炭化物微呈含

む締まりやや強
7 黒褐色土：ローム粒子多量、炭化物少量含

む締まり強
8 疇色土：ローム粒子・炭化物少量含む

壁溝覆土締まり弱

A区SJ63
9 暗褐色土 ：ローム粒子微岳含む粘性に富 0 

み、締まり良し
10 褐色土 ：ロームプロックやや多く含む

粘性やや欠き、締まり良し

2 rn 

。 こ＼＼ 上＇

C'9 5S.o C' 

鴫：冒
C" 55,o C' 

1m 
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第176図 A区第61号住居跡出土土器 （1)

埋甕 1

分であろう。

7 • 8は横位の平行沈線で器面を上下に分帯するも

ので、連弧文系の土器であろう。 9は地文縄文上に縦

位の平行沈線が垂下する。 10は横位の磨消しモチーフ

第177図 A区第61号住居跡出土土器 （2)

口 ◎ □象
--- - - _,-----~ - - - - - 2 

芦 a 7 萎［｀｀＇D，

0 10cm 
1 | | 

が描かれる。

11は縄文のみの破片である。 12は半裁竹管状工具に

よる縦位の条線が施文される。

］ピ以

ロu ： 
゜

10cm 
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A区第62号住居跡（第178図～第181図）

B・C-3区に所在する。第180号土城を切ってい

る。床面の大部分をトレンチャーによる攪乱で破壊さ

れている。

長径5.2m、短径4.5mの楕円形の竪穴住居跡で、主

軸方向はN-40.5°-Eを指す。壁高は最も残りの良

い北東壁で22cmを測る。床面はほぼ平坦である。

壁溝は壁から20~50cm内側を巡る。北部と南西部に

空白が存在し、重複はみられない。壁の直下には壁溝

が巡らないが、壁と壁溝との間にもピットが分布して

おり、拡張か切り合いによる新旧関係が存在する可能

性がある。

炉跡は検出されなかったが、これは床面中央を横断

する攪乱によって破壊された可能性が強い。

主軸線上やや南西寄りで埋甕が検出された。口縁状

の突起と胴下半部を欠失した深鉢を正位に埋設したも

のである。土器は全体の半ば以上を床面上に露出した

状態であった。

土器埋設の掘り方は土器本体より一回り大きな円形

のピットである。直径32cm、深さ 8cmで、底面平坦で

ある。土器は破断した下端部をピット底部からわずか

に浮かせた状態で埋設されていた。

床面上および壁際から 7本のピットが検出された。

疇からみて、 P1 • 2 • 3が本住居跡に伴う柱穴で

あると思われる。プランの大半が失われているため明

証を欠くが、壁柱穴を構成するものと考えられる。

本住居跡からは前述の埋甕のほかに縄文時代中期後

葉から末葉の土器が出土している。攪乱中から出土し

た破片も含まれ、時期的なまとまりに欠ける。

出土土器（第179図～第181図）

1は埋甕である。キャリパー類の深鉢で、胴下半部

を欠失し、口縁の突起がおそらくは故意に取り除かれ

ている。

4単位の小波状口縁で、波頂部に山形の突起が付さ

れる。突起は 1カ所で双頭状であり、他は単独の突起

である。口縁部文様帯はなぞりを加えた扁平な隆帯で、

入り組み構成の渦巻モチーフが描かれる。胴部には磨

消し懸垂文が垂下する。地文はLR単節の縄文で、ロ

縁部・胴部を問わず縦位回転で施文される。

2はキャリパー類深鉢の頚部から胴上半部である。

頚部無文帯を持ち、胴部との境を二本隆帯で区画する。

胴部には二本隆帯の懸垂文と蛇行懸垂文が交互に垂下

する。地文はRL単節の縄文である。

3は小型の深鉢で、胴部から口縁にかけて直線的に

開くコップ形土器である。

櫛歯状工具による縦位の条線が全面に施文され、ロ

縁直下に半裁竹管状工具の平行沈線が 2段巡らされ

る。

4~7は勝坂式の流れをくむ土器である。 4は半裁

竹管状工具背面を用いたキャタピラ文が2段に施文さ

れ、間に同一工具の末端による半円形の刺突文が並ぶ。

5は深鉢頚部から胴上半部の破片である。頚部にく

びれを持ち、刻みを伴う隆帯が巡る。胴上半部には同

様の隆帯によって渦巻文が描かれる。

6は刻みを伴う断面台形の隆帯が2条平行して垂下

し、両側には交互刺突を伴う平行沈線により曲線モ

チーフが展開する。 7は無文地に平行沈線が巡り、こ

れに直交するY字状の沈線によってパネル状の区画が

構成される。

8は山形の板状突起で、中央に貫通孔を有する。キャ

リパー類深鉢の口縁上に付されるもので、中空把手の

一部を構成するものであろう。

9~22はキャリパー類深鉢の口縁部およびこれに付

随する文様帯の一部である。二本隆帯による渦巻文等

が描かれる。口唇の残存しないものについては同種の

文様が描かれる浅鉢胴上半部の破片が混じっている可

能性もある。 23は文様帯下端を区画する隆帯で、頚部

無文帯が存在する。 24• 25は口縁直下に隆帯による楕

円形の区画が描かれ、内部に縦位の集合沈線が充填さ

れる。

26~32はキャリパー類深鉢の口縁部であるが、前出

のものより新しく、胴部に磨消し懸垂文を伴う時期の

ものである。 27• 28は波状口縁、 26• 32等は水平口縁

である。 33はほぼ同時期のもので、口端上に台形の突
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第178図 A区第62号住居跡

8 ss., 

-----------

撓乱

ミジ
／ 

--―― 

---・ .̀ 
` ‘ --,------_ <-:._ I 7----

-----——_ 

｀ ：`：こ：：：：ニ:--Tf1斤Iこーで、こ
0¥ 

------=-(̀ ー一捲：：i：ーごーでこここ--

---

B' 

“ 

吋

日

＜

゜
2m 

埋甕

I /--

£_ ~ C 

C 5'.9 C' 

C "・' 

A区SJ62
1 黒褐色土 ：ローム粒子やや多く、炭化物微星含む 締まり強
2 黒褐色土 ：ローム粒子多く、炭化物微呈含む締まり強
3 暗褐色土：ローム粒子多く含み、炭化物微呈含む 締まりやや強
4 褐色土 ：ロームプロック若干、ローム粒子多く含む 人為的埋め戻

しか締まり強
A区SJ62埋甕
5 黒褐色土 ：ローム粒子少呈、炭化物微呈含む締まり強
6 暗褐色土：ロームプロック ・ローム粒子若干、炭化物微量含む 締ま

り強
7 褐色土 ：ロームプロック ・ローム粒子多く含む 締まり強

゜
1m 
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第179図 A区第62号住居跡出土士器（ 1)

＼
 

／
 

ご：
I / 3 

0 10cm 
| | | 

起が付され、棒状工具先端の刺突が乱打される。 36~

40は無文の口縁部で、大半が浅鉢に伴うものである。

41~43は浅鉢胴上半部の文様帯で、キャリパー類深鉢

の口縁部文様帯に由来する。

44~53はキャリパー類深鉢の胴部である。 44は隆帯、

47 • 48は半裁竹管状工具の平行沈線、 49~51は棒状工

具の平行沈線によって懸垂文や蛇行懸垂文が描かれる。

52 • 53は磨消し懸垂文である。 54~57は連弧文系の深

鉢胴部であろう。

58は曽利系深鉢の頚部で、ジグザグの浮線文が重畳

する。 59• 60は集合沈線によって樹枝状のモチーフが

描かれる。

61は曽利式の流れをくむ隆帯文士器で、指頭押捺を

伴う隆帯が器面を縦位に分割する。地文は縦位の集合

沈線である。 62は縦位の集合沈線文のみが施文される

胴部である。 63は隆帯による繋弧モチーフが描かれ、

口縁下に形成された半円状の区画に円形竹管状工具先

端の円形剌突が充填される。

64は口端上に 1条の沈線が巡るもので、後期初頭か

ら前葉に属するものかもしれない。

65は隆帯の蛇行懸垂文が垂下する底部で、底部を巡

る隆帯がこれに連結する。 66は櫛歯状工具の条線が施

文される底部である。 67• 68は台付き土器の脚台部で

ある。
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第180図 A区第62号住居跡出土土器（ 2)
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第181図 A区第62号住居跡出士士器 （3)
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A 区第64号住居跡（第182図•第183図）

B・C-2区に所在する。炉跡・埋甕と数本のピッ

トを検出した。

壁は全く残存せず、壁溝も検出されなかった。トレ

ンチャーによる攪乱が床面の広い範囲に及んでいるも

のとみられ、ピットの検出もままならない状態であり、

本住居跡の規模•平面形は不明である。

炉跡は埋甕炉であるが、中央をトレンチャーによる

攪乱で破壊されている。胴部中段以下を欠いた深鉢を

正位に埋設したものである。掘り方は直径82cmの円形

のピットで、炉床面までの深さはl&mを測る。

埋甕は炉跡の南東1.3mに位置している。胴部中段

以下を欠いた深鉢を正位に埋設したもので、口縁を炉

跡の方向にわずかに傾けて出土した。掘り方は長径48

cm、短径42cm、深さ15cmを測る。土器は下端をピッ ト

底面に接した状態で埋設される。

66 67 

゜

68 

10cm 

ピットは炉跡をはさんで東西に 3本づつ、炉跡と埋

甕の中間で 1本検出された。深さ25~40cmを測る。

出土土器（第183図•第184図）

1は炉体土器である。胴部中段から下を欠失する。

緩やかに外反する口縁で、頚部にごく弱い段を持つ。

口縁部文様帯は隆帯＋沈線により渦巻文と楕円形の区

画が描かれる。胴部には磨消し懸垂文が垂下する。地

文はRL単節の縄文が縦位回転で施文される。

2は埋甕である。胴部中段から下を欠失する。文様

構成は 1とほぼ同じだが、口縁内湾し、頚部に段を持

たない。口径19.5cm、現存高11.6cmを測る。

3はペン先状工具の結節沈線文が施文される破片で

ある。 4• 5はキャリパー類深鉢の口縁部である。 6

は半裁竹管状工具による集合沈線が施文される口縁部

である。 7は円形剌突を伴う隆帯が器面を縦横に分割

する曽利系の隆帯文土器である。
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第182図 A区第64号住居跡
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A区SJ64
1 褐色土 ：ローム粒子多く含む締まりやや強
2 麒色土 ：ローム粒子少量焼土粒子微量含む

締まり強
3 暗褐色土 ：ローム粒子やや多く含む締まり強
4 暗黄褐色土：褐色土若干混じる 締まりやや強

゜
2m 

A区SJ64炉跡
1 疇 色土 ：ローム粒存遥、焼土粒子やや多く、

炭化物微量含む締まり強
2 暗褐色土 ：ローム粒子微呈、焼土粒子少呈、炭

化物微星含む締まり強
3 暗褐色土 ：ローム粒子多量、焼土粒子微量含む

締まり弱

']― 
I ss.1 I' 

＂ I 55.1 1・ 

A区SJ64埋甕
1 暗褐色土 ：ローム粒子少蓋含む締まり強
2 黒褐色土 ：ローム粒子 ・炭化物微量含む締ま

り強

゜
1m 
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第183図 A区第64号住居跡出士土器
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第184図 A区第65号住居跡
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2 暗褐色土 ：ロームプロック多量、炭化物少呈含む粘性 ・締まり強
3 暗黄褐色土：ロームプロック・ローム粒子多量含む
4 暗褐色土 ：ロームプロック少量、ローム粒子多量含む締まり強
5 暗黄褐色土：ロームプロック・ローム粒子多量含む締まり強
6 黒褐色土 ：ローム粒子少量含む締まり強
7 暗黄褐色土：ロームプロック・ローム粒子多く含む締まりやや強
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第185図 A区第65号住居跡炉跡

炉跡

こ 55.9

F'F  

F' 

掘り方

F' 

二F 55.4 F' 

゜
1m 

A区SJ65炉跡
1 暗褐色土：ローム粒子やや多く、焼土粒子微量含む粘性強、締まり

良し
2 暗褐色土：ローム粒子若干、焼土粒子ごく微量含む粘性強、締まり

良し
3 暗褐色土：ローム粒子微量、焼土プロック多量含む やや粘性あり、

締まり良し
4 暗褐色土：ロームプロック・焼土プロック多く含む 粘性欠き、締ま

りなし
5 黄褐色土：ロームプロック非常に多く、焼土粒子若干含む やや粘性

欠き、堅く締まっている
6 暗褐色土：ロームプロック若干、焼土粒子微呈含む粘性あり、締ま

り弱
※4 • 5 • 6層は掘り方充填土である

A区第65号住居跡（第184図～第187図）

D-2・3区に所在する。 A区とD区の境界部分に

位置している。市道下面の配管に伴う攪乱により、床

面を広い範囲にわたって破壊されている。

南北に長い栴円形の竪穴住居であったと考えられ、

長径は不明、短径は5.5mを測る。主軸はN-8°-W 

を指す。

壁高は残りの良い部分で24cmを測る。壁溝は検出さ

れなかった。床面は平坦だが、北端部分で 1段浅くなっ

ている。

炉跡は隅丸長方形の石囲埋甕炉であったものと思わ

れる。 60cmX40cmの範囲に、厚さ 2~4cmの厚さで焼

士が堆積し、焼土の長辺側に長辺30~40cm大の炉石2

点が残存する。

焼土面中央に炉体士器が埋設される。土器は小型深

鉢の底部を欠いたもので、炉跡全体の規模に比べ小型

である。燃焼部を囲うというよりは、煮沸具の先端を

保持する支脚的な機能を考えた方がよいかもしれな

しヽ。

炉跡の掘り方は長径67cm、短径58cm、床面からの深

さ32cmの隅丸長方形のピットである。

この掘り方の覆土を切って、炉体土器埋設のための

ピットが穿たれている。直径7~8cmの小ピットで、

炉掘り方の底面をさらに 6cmあまり掘り抜いている。

第185図士層断面上の 1層・ 2層がこれにあたる。

ピットは床面北西部に集中している。これらのうち

P2~4、P7~14は直径3.5mの半円形に巡ってお

り、この部分に別個の遺構が切り合っている可能性も

ある。さらに攪乱による破壊で検出不能の部分が多く、

本住居跡の柱穴配置は不明である。

前述の炉体土器の他、本住居跡からは縄文時代中期

疇を中心とした遺物が出土している。攪乱からの出

土品も混じるものと思われ、時期的なまとまりはいま

一つである。

第186図2の深鉢は住居跡中央の床面直上において

破片の状態で出土したもので、遺構平面図上に 4カ所
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第186図 A区第65号住居跡出土土器（ 1)

の十字で囲んだ範囲がこれにあたる。

出土土器（第186図•第187図）

1は炉体土器である。内外面ともに著しい二次焼成

を受けており、出土した時点では水洗にも耐えられな

い状態であった。

キャリパー類の小型深鉢であるが、胴下半部からロ

縁に向かって一直線に開くコップ形の器形である。ロ

疇と底部を欠失する。

口縁部文様帯は沈線によるなぞりを加えた隆帯で渦

巻文と楕円形の区画が描かれる。また、口縁部文様帯

の1カ所に橋梁状の把手が付される。把手は文様帯の

上下の隆帯を連結するように配置され、また上方に縦

位の沈線を伴う突起が存在したものと思われる。

胴部には磨消し懸鯰が描かれる。橋梁把手の下に

は四本沈線の非常に幅広の懸垂文が配され、それ以外

は二本沈線の懸垂文である。

地文はRL単節の縄文であるが、太さの異なるRの

縄2本をL撚りにした異条の縄文となっている。口縁

部の区画内部では横位回転、胴部では縦位回転で施文

される。

O 10cm 
| l | 

口径推定14.8cm、現存高17.4cmを測る。

2は連弧文土器である。口縁直下と胴部中段に 3本

噸の平行沈線が巡る。

同上半部に三本沈線の連弧文が描かれる。地文はL

R単節の縄文が縦位回転で施文される。口縁部の平行

沈線間の地文は磨り消される。また、胴部における施

文は粗雑で隙間が目立つ。

口径24.2cm、現存高12.4cmを測る。

3はキャリパー類の口縁部文様帯である。二本隆帯

の曲線モチーフが描かれ、地文は縦位の撚糸文である。

4は一本隆帯の曲線モチーフで、地文はRL単節の

縄文である。 5は深鉢胴部で、二本隆帯による懸垂文

と蛇行懸垂文が交互に垂下する。地文は縦位の撚糸文

である。

6はキャリパー類の口縁部で、隆帯＋沈線の渦巻文

が描かれ、地文は縦位の集合沈線である。 7• 8もキャ

リパー類の口縁部であるが、胴部に磨消し懸垂文を伴

う新しい時期のものである。

9は内湾する無文の胴部で、微隆起線による横位の

区画がみられ、区画内部に縦位の刻みがみられる。 10

-209 -



第187図 A区第65号住居跡出土土器（ 2)
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はキャリパー類深鉢の頚部無文帯である。胴部との境

を平行沈線で区画する。

12は横位の隆帯＋沈線で器面を分帯し、地文は櫛歯

状工具による縦位の条線である。 13は斜行する平行沈

線が描かれ、沈線間の地文が磨り消される。

14~16は磨消し懸垂文の胴部である。 17~20は連弧

文系の土器である。沈線間に磨消しを伴う段階のもの

であると思われる。 19は口縁直下に横楕円形の区画を

描く。 20は胴部中段の区画である。

21は刻みを伴う隆帯で長方形の区画を構成するもの

で、浅鉢胴上半部の文様帯であろう。 22• 23は無文の

口縁部で、浅鉢ないし曽利系の小型深鉢に伴うものと

思われる。

24はRL単節の縄文が右下がりに回転施文される胴

部である。

A区第66号住居跡 （第188図）

D-3•4 、 E-3·4 区に所在する。第71 • 89号

住居跡、第195~197号土壊と重複するが、新旧関係は

不明である。

直径5.5mの範囲に大小のピットが散在するもので、

璧駆欝は検出されなかった。したがって本住居跡の

疇•平疇は不明である。

炉跡 • 埋甕などの施設も検出されず、主軸方向は不

明である。本住居跡に伴う遺物は出土していない。

A区第67号住居跡 （第189図）

E-7区に所在する。第27・39・82・96・97号住居

跡、第65・66・69号土城と重複するが、新旧関係は不

明である。

第27号住居跡の周囲において、直径 6mの環状に

ピットを検出したものである。壁・壁溝は検出されな

かったため、本住居跡の規膜•平面形は不明である。

炉跡・埋甕などの施設も検出されず、主軸方向は不

明である。本住居跡に伴う遺物は出土していない。
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第188図 A区第66号住居跡
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第189図 A区第67号住居跡
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1 黒掲色土 ：ローム粒子少呈含む
2 暗褐色土 ：ロームプロ ック少呈、ローム粒子やや多く含む
3 暗黄褐色土：ロームプロック ・ローム粒子多く含む
4 暗褐色土 ：ローム粒子やや多く、炭化物若干含む
5 暗黄褐色土：再堆積ローム 暗褐色土若干混じる
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第190図 A区第68号住居跡
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A区SJ68
1 暗褐色土 ：ローム粒子・炭化物若干含む 粘性に富み、締まり強
2 暗褐色土 ：ローム粒子・焼土粒子微畏含む 粘性に富み、締まり良

し
3 褐色土 ：ローム粒子やや多く含む粘性強、締まり強
4 暗褐色土 ：ロームプロック・ローム粒子若干含む粘性あり 締ま

りあり
5 暗褐色土 ：ロームプロック・ローム粒子非常に多く含む粘性あり

締まり良し
A区SJ68炉跡
1 黒褐色土 ：ロームプロック微量含む粘性あり、締まりあり
2 極暗褐色土：ロームプロック若干、焼土プロック少呈含む粘性あり

締まりあり
3 極暗褐色土：ロームプロック・焼土プロック多豆含む 粘性欠き、締

まり良し
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第191図 A区第68号住居跡出土土器（ 1)

A区第68号住居跡（第190図～第193図）

F • G-12区に所在する。トレンチャーの攪乱が床

面の広い範囲に及んでいる。

這楕円形の住居跡で、長径4.6m、短径4.2mを測

る。長軸方向は不明である。壁高は残りの良い部分で

17cmを測る。床面は北西方向に向かって緩やかに傾斜

している。壁溝はほとんど検出されなかった。

炉跡は床面中央からやや南西寄りに位置している。

東西に長い楕円形の地床炉で、西半を攪乱により破壊

されているため長径は不明、短径は50cmを測る。床面

から炉床までの深さは10cmを測る。

炉跡の東で2点の河原石が出土した。いずれも長径

14cm前後の自然礫である。炉跡からほぼ等距離にあり、

床面から 5cmほど浮いているが、破壊を受けた炉石で

ある可能性もある。

床面上から 6本のピットが検出された。深さ15~40

cmを測る。攪乱によりピットの検出ができなかった部

分が多く、本住居跡の柱穴配置は不明である。

覆土中から縄文時代中期後葉の土器が出士してい

る。

出土土器（第191図～第193図）

1は連弧文系の小型深鉢である。口縁から胴部中段

にかけて残存する。口縁直下と胴部中段に三本沈線の

区画が巡り、胴上半部に 2本の平行沈線による波状の

モチーフが描かれる。地文は櫛歯状工具の条線が縦位

に施文される。

2も連弧文系の土器で、深鉢胴下半部であろう。平

行沈線の波状モチーフが描かれ、同様のモチーフが胴

上半部にも描かれるものとみられる。地文は櫛歯状エ

具の条線が縦位に施文される。

／ 2 

O 10cm 
| 1 | 

3は中空の把手である。正面及び把手上面に渦巻文

が描かれる。

4~7は勝坂系の深鉢である。刻みを持つ隆帯に

よって区画文が描かれる。 4は文様帯下端を深い沈線

で区画し、胴下半に縦位の撚糸文が施文される。 7は

半裁竹管状工具による横位の平行沈線で、中段の 1条

に刻みが施される。

8は口縁部文様帯の下段を区画する隆帯である。頚

部には無文帯が存在する。

9は横位の隆帯区画から縦位の隆帯が垂下するもの

で、地文は縦位の撚糸文である。 10は隆帯懸垂文が垂

下する胴部である。 12は口縁部文様帯下端の隆帯区画

で、胴部には縦位の集合沈線が描かれる。

13~16はキャリパー類深鉢の口縁部である。隆帯十

滋限による口縁部文様帯が描かれ、磨消し縄文の手法

が卓越する比較的新しい時期のものである。 14は小波

状口縁で、それ以外は水平口縁である。

15 • 16は隆帯＋沈線による渦巻文が描かれ、左右に

楕円形の区画が構成される。地文は無節の縄文が施文

される。磨消し懸垂文はみられない。

17は単独の隆帯による蛇行懸垂文が垂下する胴下半

部である。地文は櫛歯状工具の条線が縦位に施文され

る。 18• 19は単独の隆帯が垂下する胴下半部である。

20は深鉢の頚部から胴部中段にかけての破片であ

る。 1条の隆帯に沿って半裁竹管状工具の沈線が巡る。

頚部には同ーエ具の平行沈線で小波状のモチーフが描

かれる。地文は縦位の撚糸文である。 21~23は縦位の

撚糸文だけが施文される破片である。

24は平行沈線の懸垂文が垂下する胴下半部である。

25~27は同様の懸垂文が垂下する胴部破片である。 28
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第192図 A区第68号住居跡出土土器 （2)
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第193因 A区第68号住居跡出土士器（ 3)
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は単独沈線の蛇行懸垂文が垂下する。

29~33は磨消し縄文のみられる胴部である。 29はロ

縁部文様帯下端の区画から磨消し懸垂文が垂下する。

30は細手の沈線による鋸歯状のモチーフが描かれ、地

文はLR単節の縄文がモチーフに沿って充填される。

31~33は磨消し懸垂文の胴部である。

34~43は連弧文系の土器である。 34は地文縄文で、

口縁部に平行沈線が巡る。 35は口縁直下に沈線のなぞ

りを加えた隆帯が巡る。隆帯上には円形の刺突列が並

ぶ。地文は棒状工具による縦位の集合沈線である。

36は三本沈線による磨消し連弧文である。 37は地文

条線で、平行沈線による波状モチーフが 2段描かれる

もので、 2と同一個体の可能性がある。 38• 41は地文

条線上に沈線による懸垂文が垂下する。

39は胴下半部で、半裁竹管状工具の沈線による横位

の区画が描かれる。地文は櫛歯状工具の条線である。

40は棒状工具の平行沈線による連弧文である。 42• 43 

□
 

57 

49 
50 

54 

賣

゜
10cm 

は縦位の条線のみの胴部である。

44~50は曽利系の土器である。 44は頚部に波状の浮

線文が巡り、口縁部に重弧文が描かれる。 45は集合沈

線間に一本隆帯の蛇行懸垂文が垂下する。 46~48は類

似の集合沈線が施文される破片である。

49は縦位の平行沈線が垂下し、間隔を斜位の集合沈

線が填めるものである。 50は平行沈線の蛇行懸垂文が

垂下する胴下半部で、地文は半裁竹管状工具による縦

位の集合沈線である。

51は浅鉢胴上半部の文様帯である。 52は無文胴張り

の浅鉢である。 53は内面に稜をもつ無文の口縁部であ

る。

54は口縁下に断面三角形の隆帯が巡る深鉢で、胴部

に微隆起線による一段懸垂文が垂下する。 55• 56は後

期初頭の士器である。J字沈線の内部に細密な縄文を

充填する。 57~59は無文の底部である。
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A区第69号住居跡（第194図）

G-4区に所在する。東半分が調査区域外に掛かっ

ている。また、第48号住居跡、第27• 86 • 148号土城と

重複関係にあるが、新旧関係は不明である。

大小のピットが直径7mの範囲に分布するもので、

壁・壁溝等は一切検出されなかった。したがって本住

居跡の規模及び平面形は不明である。

炉跡は検出されなかったが、これは削平か、土城・

ピット等との切り合いによるものであろう。また、埋

第194図 A区第69号住居跡

甕等の施設も発見できなかった。従って、本住居跡の

主軸方向は不明である。

ピットは住居跡推定ラインに沿って環状に巡るほ

か、中央部分にも数本が分布する。遺構検出面からの

深さは30~65cmを測るが、大半は40cm前後の浅いもの

である。壁柱穴の構成をとるものとみられるが、詳細

は不明である。

本住居跡に伴う遺物は出土していないため、遺構の

所属時期は不明である。
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A区SJ69
1 明褐色土 ：ロームプロック多く含む
2 暗褐色土 ：ロームプロック多く、褐色土多く含む粘性欠く
3 暗黄褐色土：くすんだローム土
4 褐色土 ：ロームプロックやや多く含む締まり欠く
5 暗褐色土 ：ローム粒子微呈含む締まり強
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第195図 A区第70号住居跡
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A区SJ70
1 暗褐色土：ローム粒子微皇含む粘性強、締まり良し
2 褐色土 ：ロームプロック・ローム粒子やや多く含む やや粘性あり

締まり良し
3 暗褐色土：ローム粒子やや多く含むやや粘性あり、締まり強
A区SJ70桐祢
4 暗褐色土：焼土粒子・炭化物少量含む粘性欠き、締まりなし
5 暗褐色土：ローム粒子多量、被熱ロームプロック・焼土粒子・炭化物

少星含む粘性欠き・締まりなし
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